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か
う
力
・
人
間
性
」、
こ
の
３
つ
の
柱
か
ら
な
る
資

質
・
能
力
を
、
母
国
語
だ
け
で
な
く
、
英
語
を
使

い
こ
な
し
育
ん
で
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
教

育
で
問
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
向
け
た
教
育
環
境
の
整
備
や

最
適
な
教
育
を
実
現
す
る
の
が
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
で
す
。
映
像
教
材
の
Ａ
Ｉ
搭
載
は
当
た
り

前
の
時
代
、
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
で
教
科
書
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
教
科
書
の
問
題
集
も
付
い
て
く

る
。
Ｐ
Ｃ
１
台
で
、
生
徒
別
の
学
力
分
析
も
可
能

に
な
り
ま
す
。

　
革
新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
創
出
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
り
一
気
に
加
速
さ
れ
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
や
e
コ
マ
ー
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
受
注
・

発
注
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ベ
ク
ト
ル
が
違
っ
て

い
く
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
じ
た
と
き

に
、
人
間
同
士
で
知
恵
を
出
し
合
い
解
決
し
て
い

ま
し
た
。
国
境
や
年
齢
、
性
別
も
超
え
、
あ
ら
ゆ

る
問
題
に
対
処
で
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
は
、
人
に
プ
ラ
ス
し
て
Ａ
Ｉ
と
の

共
存
と
い
う
時
代
に
な
っ
て
い
く
。
教
え
る
現
場

も
ま
さ
に
そ
う
い
う
世
界
に
な
っ
て
い
く
。
で
は

人
の
役
割
は
ど
う
な
の
か
。
本
来
で
あ
れ
ば
手
作

業
で
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
ま
と
め
、
デ
ー
タ
を
作
っ

て
い
た
部
分
が
、
ほ
と
ん
ど
デ
ー
タ
と
し
て
存
在

し
、
そ
こ
か
ら
答
え
を
導
き
出
せ
る
。
処
理
能
力

で
は
圧
倒
的
に
Ａ
Ｉ
が
優
れ
て
い
ま
す
が
、
新
し

い
価
値
創
造
を
担
う
の
が
人
の
役
割
で
す
。
10
年

先
、
20
年
先
の
少
子
化
を
見
越
し
、
Ａ
Ｉ
を
ど
う

活
用
し
て
い
く
か
で
す
。

　
集
団
で
行
っ
て
い
る
授
業
で
、
一
部
の
科
目
は

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や
映
像
配
信
に
切
り
替
え
る
な
ど
、
新

し
い
教
室
体
系
を
作
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

現
在
、
教
室
が
あ
る
町
は
、
10
年
後
に
は
こ
れ
だ

け
の
人
口
動
態
に
な
る
と
予
想
し
な
が
ら
、
あ
ら

ゆ
る
デ
ー
タ
を
活
用
し
戦
略
を
練
る
こ
と
で
、
人

の
役
割
が
創
出
で
き
ま
す
。

映
像
授
業
に
人
が
介
在
す
る

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
教
育
サ
ー
ビ
ス

　
少
子
化
が
進
み
、
集
団
で
の
授
業
が
不
可
能
に

な
り
、
そ
の
エ
リ
ア
で
先
生
も
雇
う
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
に
ど
の
よ
う
な
形
態
で
運
営
す

る
の
か
。
決
め
た
時
間
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実

施
、
双
方
向
で
す
か
ら
質
問
は
可
能
。
反
転
学
習

を
や
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
ト
ロ

学
習
は
映
像
で
や
り
、
実
際
の
授
業
に
入
る
や
り

方
や
映
像
授
業
の
イ
ン
ト
ロ
部
分
を
復
習
に
使
う

な
ど
や
り
方
は
様
々
で
す
。
そ
の
場
合
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
行
う
と
い
う
こ
と
。
自

己
管
理
が
で
き
る
生
徒
は
、
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い

け
ま
す
が
、
一
方
的
な
映
像
配
信
だ
け
で
は
継
続

が
難
し
い
生
徒
も
い
ま
す
。
頑
張
っ
た
生
徒
は
褒

め
て
あ
げ
た
い
で
す
し
、
個
別
で
話
が
で
き
る
ス

ク
ー
リ
ン
グ
は
必
須
で
す
。

　
Ａ
Ｉ
搭
載
型
、
映
像
配
信
型
、
オ
ン
ラ
イ
ン
型
、

い
ろ
い
ろ
な
授
業
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
般
的
な

デ
ジ
タ
ル
教
材
は
、
正
解
し
た
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

進
む
、
い
わ
ゆ
る
〝
刺
激
〟
と
〝
反
応
〟
で
進
む

機
能
で
す
。
刺
激
と
反
応
に
よ
る
記
憶
は
「
短
期

記
憶
」
で
す
。
他
方
で
弊
社
の
ウ
イ
ン
グ
ネ
ッ
ト

の
よ
う
に
問
題
を
解
き
な
が
ら
、
問
題
用
紙
に
何

度
も
繰
り
返
し
書
い
た
も
の
は
手
が
覚
え
ま
す
。

　
個
人
的
な
感
覚
で
す
が
、
目
の
記
憶
よ
り
も

手
の
記
憶
の
方
が
勝
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
手
の

記
憶
は
、
結
果
的
に
「
長
期
記
憶
」
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。
今
あ
る
映
像
商
品
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
質
は
非
常
に
高
い
で
す
が
、
記
憶
に
関

し
て
は
、
短
期
記
憶
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
こ
の
短
期
記
憶
を
い
か
に
長
期
記
憶
に

す
る
か
。
そ
の
部
分
に
人
が
入
り
こ
む
余
地
が
あ

り
ま
す
。「
で
き
た
ね
」
と
言
い
な
が
ら
先
生
が

課
題
を
与
え
、
生
徒
が
解
け
な
か
っ
た
と
き
、
先

生
を
う
ま
く
入
り
込
ま
せ
る
。
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ど
の
よ
う
な
や
り
方
で
先
生
が
入
っ
て
い
く
か

で
、
同
じ
映
像
中
心
の
授
業
で
も
変
わ
る
と
思
い

ま
す
。

　
少
子
化
と
い
う
厳
し
い
時
代
の
中
、
先
生
方
は

大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
先
が
見
え
な
い
状
況
で
す
が
、
毎
日
コ
ツ
コ

ツ
過
ご
し
て
い
け
ば
、
明
日
も
見
え
て
く
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
皆
様
方
と
一
緒
に
、
子
ど
も
た

ち
が
元
気
に
マ
ス
ク
な
し
で
普
通
に
歩
け
る
そ
の

日
ま
で
頑
張
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ご
清

聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

少子化とこれからの教育
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少
子
化
と
働
き
手
の
減
少
を
背
景
に

20
年
後
を
想
定
し
た
経
営
が

問
わ
れ
る

　
２
０
２
０
年
、
日
本
の
人
口
は
約

１
億
２
５
０
０
万
人
。
20
年
後
に
は

１
億
１
０
０
０
万
人
を
切
る
よ
う
で
す
。
年

齢
別
で
は
、
年
少
人
口
（
15
歳
未
満
）、
生
産

年
齢
人
口
（
15
歳
以
上
65
歳
未
満
）、
老
年
人
口

（
65
歳
以
上
）
の
う
ち
、
２
０
２
０
年
に
36
・
２
％

だ
っ
た
老
年
人
口
が
、
20
年
後
に
は
39
・
２
％
と

な
り
、
約
３
９
０
０
万
人
の
老
年
人
口
を
、
約

７
０
０
０
万
人
が
支
え
る
時
代
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
30
代
、40
代
の
経
営
者
の
方
、幹
部
の
方
は
、

20
年
後
を
想
定
し
た
経
営
が
重
要
で
す
。
働
き

手
も
少
な
く
な
り
、
生
徒
数
も
減
る
と
い
う
こ

と
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
２
０
１
５
年
か
ら
２
０
２
０
年
、
23
区
内
で
子

ど
も
の
数
が
増
え
て
い
る
区
も
あ
り
ま
す
。
千
代

田
区
、
中
央
区
、
港
区
あ
た
り
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

減
少
し
て
い
る
区
も
あ
り
、
都
下
に
い
た
っ
て
は
、

少
子
化
と
働
き
手
の
減
少
が
同
時
進
行
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
今
後
、
塾
の
教
室
を
展
開
し
て

い
く
際
に
は
、
５
年
先
、
10
年
先
の
子
ど
も
た
ち

の
人
口
動
態
を
予
測
す
る
こ
と
が
、
ひ
と
つ
の
指

標
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
18
歳
人
口
は
、
大
き
な
ス
パ
ン
に
お
い
て
は
減

り
続
け
、
２
０
０
万
人
を
超
え
て
い
た
の
を
ピ
ー

ク
に
、
30
年
間
で
１
２
０
万
人
弱
ま
で
減
少
。
一

方
で
大
学
進
学
率
は
上
昇
し
続
け
て
お
り
、
短

大
、
専
門
学
校
進
学
を
加
え
る
と
６
割
近
く
。

少
子
化
に
も
関
わ
ら
ず
、
塾
・
予
備
校
に
通
う

生
徒
数
を
維
持
で
き
て
い
た
の
が
２
０
２
０
年
ま

で
の
傾
向
だ
と
思
い
ま
す
。

総
合
教
育
サ
ー
ビ
ス
企
業
と
し
て

躍
進
す
る
市
進
教
育
グ
ル
ー
プ

　
弊
社
は
、
２
０
１
０
年
に
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

体
制
に
移
行
し
、
総
合
教
育
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
と

舵
を
切
り
ま
し
た
。
現
在
、
首
都
圏
１
都
４
県
を

中
心
に
、学
習
塾
「
市
進
学
院
」「
市
進
予
備
校
」、

「
個
太
郎
塾
」
小
学
受
験
は
「
桐
杏
学
園
」、
茨
城

に
は
「
茨
進
」、
映
像
商
品
「
ウ
イ
ン
グ
ネ
ッ
ト
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
事
業
に
も
注

力
し
て
お
り
、
売
上
、
利
益
と
も
に
拡
大
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
業
界
内
で
は
い
ち
早
く
２
０
０
６
年
に
映
像

配
信
を
内
部
で
開
始
、
翌
年
ウ
イ
ン
グ
ネ
ッ
ト
の

少子化とこれからの教育

下屋 俊裕 氏

外
部
配
信
を
始
め
ま
し
た
。

　
映
像
配
信
に
関
し
て
は
、
塾
様
、
学
校
様
が
中

心
で
す
が
、
配
信
先
は
約
２
６
５
０
拠
点
。
現
在
、

全
国
46
都
道
府
県
の
塾
様
だ
け
で
な
く
、
沖
縄
の

離
島
地
域
（
13
市
町
村
）
や
、
様
々
な
事
情
で
塾

へ
通
う
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
へ
も
、
映
像
授
業

を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
関
連
事
業
と
し
て【
千
葉
県
御
宿
町「
学

力
向
上
支
援
事
業
」】
で
は
、
御
宿
地
域
の
小
・

中
学
生
に
算
数
・
数
学
・
英
語
の
基
礎
学
力
向

上
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、昨
年
度
の
３
、

４
、５
月
、
学
校
の
休
校
期
間
に
、
市
川
市
か
ら

要
請
を
受
け
、
無
償
で
【
在
宅
学
習
支
援
】
を

実
施
。
対
象
生
徒
は
３
万
人
を
超
え
、
ア
ク
セ

ス
数
だ
け
で
２
万
８
０
０
０
件
近
く
あ
り
、
現

在
も
継
続
中
で
す
。

　
教
職
員
の
研
修
で
は
、
毎
年
、
群
馬
県
内
の

小
中
高
の
新
任
校
長
を
対
象
に
し
た
管
理
職
研

修
や
船
橋
市
で
の
新
任
教
頭
研
修
、
珍
し
い
と

こ
ろ
で
は
舞
鶴
市
の
海
上
保
安
学
校
で
の
指
導

教
官
を
対
象
に
し
た
技
術
指
導
の
研
修
な
ど
も

請
け
負
っ
て
い
ま
す
。「
桐
杏
学
園
」
の
ブ
ラ
ン

ド
で
、
小
学
校
入
試
も
含
め
、
幼
児
か
ら
高
校

生
ま
で
を
対
象
に
事
業
を
展
開
。「
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
ナ
ナ
カ
ラ
」
と
い
う
体
験
型
の
学
童
施

設
も
６
カ
所
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

加
速
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
社
会

Ａ
Ｉ
と
共
存
す
る
時
代
へ

　
学
習
指
導
要
領
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
知
識
・
技

能
」「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」「
学
び
に
向
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